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1.計画策定の背景・目的 
 

（1）背景 

刈谷市（以下「本市」という。）は、高度経済成長とモータリゼーションの進展が相まって

自動車関連産業の集積地としての発展や、それに伴う人口増加に合わせて、小中学校や保育

園、図書館、道路、橋梁など様々な公共施設等※の整備を進めてきました。 

これらの公共施設等は、主に昭和 40年代から昭和 50年代にかけて整備してきたため、今

後、老朽化が一斉に進行することが懸念されます。 

一方、本市の財政状況は、これまでは比較的良好に推移してきましたが、全国的には今後の

少子高齢化の進行や人口減少社会を迎える状況の中、本市でも生産年齢人口の減少や高齢者等

への福祉サービスのニーズ拡大等を受けて、財政状況が変化する可能性もあります。また、老

朽化した公共施設等の更新が一時期に集中することで、本市の財政を圧迫することも懸念され

ます。 

更に、少子高齢化の進行等に伴い、公共施設等に対する市民ニーズも変化しつつあると考え

られ、これらへの対応も求められます。 

このような本市を取り巻く環境を踏まえると、社会情勢や市民ニーズ及び財政状況の変化に

合わせ、公共施設等の維持管理、更新にかかる費用の縮減や財政負担の平準化等について検討

を進める必要があります。 

 

※公共施設等…公共施設、公用施設その他の当該地方公共団体が所有する建築物その他の工作物のことをい

う。具体的には、いわゆる建物のほか、道路・橋梁等の土木構造物、公営企業の施設（上水

道、下水道等）、プラント系施設（廃棄物処理場、斎場、浄水場、汚水処理場等）等も含む包

括的な概念である。 

 

 

（2）目的 

上記の背景のもと、本市では、所有する公共施設等の状況を把握し、限られた財源で適切な

維持保全を行うことを目的とした刈谷市公共施設等総合管理計画（平成 29年 3月）を策定す

るなど、これまでも、公共施設等の適切な維持管理や財政負担の平準化に向けた取組を進めて

きたところです。 

この度、横断歩道橋を取り巻く環境や現状を総合的に把握すると共に、長期的な観点から、

維持管理、更新にかかる費用の縮減や財政負担の平準化等に向けた方針を整理し、横断歩道橋

の維持管理の最適化に向けた取組を進めるため、横断歩道橋個別施設計画を策定しました。 

本市は、今後、本計画に基づいて、横断歩道橋の維持管理・更新を推進することで、持続可

能な自治体経営の実現を目指します。 
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（3）長寿命化修繕計画の基本的な方針 

1）健全度の把握および日常的な維持管理に関する基本的な方針 

は、「Ⓟ長寿命化修繕計画」→「Ⓓ横断歩道橋毎の修繕（補修）」→「Ⓒ横断歩道橋の点

検」→「Ⓐ計画の見直し」のメンテナンスサイクルに基づき実施します。 

 

 

図 1.1 長寿命化修繕計画のメンテナンスサイクルのイメージ 

 

 

2）修繕・架け替えに関する基本的な方針 

点検結果をもとに、将来的な横断歩道橋の修繕・架け替えに関する計画を策定します。 

基本的な方針は以下のとおりです。 

・定期点検によって横断歩道橋の状態を継続的に把握し、横断歩道橋の安全性を確保する。 

・中長期的な観点から対策の優先順位を判断するとともに予算の平準化※を図る。 

・横断歩道橋毎の重要度や損傷程度を総合的に評価した修繕計画を策定することにより、

効率的な維持管理を実施する。 

 

 

※予算の平準化…修繕工事に必要な予算を年度毎に一定額で推移させること。 

 

• 健全度評価

• 優先順位の決定

• 予算平準化

• 通常点検

• 定期点検

• 異常時点検

• データの更新

• データの蓄積

• 計画の精度向上

• 詳細調査

• 修繕設計

• 修繕工事

長寿命化
修繕計画

横断歩道
橋毎の修
繕（補修）

横断歩道
橋の点検

計画の
見直し

Ⓟ

Ⓓ

Ⓒ

Ⓐ
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2.対象施設 
 

（1）計画対象の橋梁数 

本市が管理する横断歩道橋（8橋）について、横断歩道橋個別施設計画の対象とします。 

なお、泉田高畑一色歩道橋はコンクリート橋であり、主要部材（頂版、側壁等）は愛知県

が管理し、地覆、路面、スロープ（擁壁含む）は刈谷市の管理です。 

 

重原横断歩道橋 

 

衣浦歩道橋 

 

城町歩道橋 

 

朝日歩道橋 

 

東刈谷横断歩道橋 

 

カリマチストリート歩道橋 

 

井ケ谷沢渡歩道橋 

 

泉田高畑一色歩道橋 
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（2）横断歩道橋の構成および年齢 

横断歩道橋個別施設計画対象 8橋の構成および年齢（竣工年次）は、表 2.1のとおりで

す。現時点で、架設後 50年以上経過した横断歩道橋が 1橋（13％）であり、5年後に 2橋

（25％）、20 年後には 3橋（38％）となります。 

表 2.1 横断歩道橋の形式別一覧表 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

※泉田高畑一色歩道橋はボックスカルバートのため、記載無し 

 

図 2.1 50年以上経過する高齢化歩道橋の割合 

現在（2019年） 5年後（2024年）

20年後（2039年）

13%

87％

50年経過
高齢化歩道橋

（1橋）

25%

75%

50年経過
高齢化歩道橋

（2橋）

38%

62％

50年経過
高齢化歩道橋

（3橋）

名 称 竣工年次 上下路差 型式 昇降部形式 

重原横断歩道橋 2016 年  3 月 下路式 I 型 押し上げ式 

衣浦歩道橋 1967 年 10 月 上路式 I 型 階段式 

城町歩道橋 1973 年 10 月 上路式 I 型 階段式 

朝日歩道橋 1987 年  1 月 上路式 I 型 押し上げ式 

東刈谷横断歩道橋 2002 年  8 月 中路式 I 型 階段式 

カリマチストリート歩道橋 2019 年  7 月 中路式 I 型 階段式 

井ケ谷沢渡歩道橋 2021 年  7 月 中路式 I 型 押し上げ式 

泉田高畑一色歩道橋 2022 年 10 月 －※ －※ スロープ式 
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3.計画期間 
 

本市の管理する横断歩道橋 8橋に対する計画期間（行動計画）は、計画策定後、10年間

（2019 年度から 2028 年度まで）とします。 

本市においては、横断歩道橋定期点検結果で判定区分がⅢ以上と判断された横断歩道橋はな

いことから、判定区分がⅡと判断された横断歩道橋を今後 5年間で対策する計画とします。 

事後保全型の対策終了後は、予防保全型を基本とした対策・計画の検討を実施します。 

ただし、社会情勢の変化などにより、計画内容の見直しが随時必要となることが想定される

ため、計画期間に捉われず、柔軟に計画の見直し※（5年毎）を行います。 

 

※計画の見直し…過去と現在の点検結果および修繕結果を基に、 

健全度を比較し、必要に応じて優先順位を見直す。 

 

 

 

図 3.1 計画の見直しについて  

 

 

  

H30
2018

R1
2019

R2
2020

R3
2021

R4
2022

R5
2023

R6
2024

R7
2025

R8
2026

R9
2027

R10
2028

R11
2029 ・・・・

見直し（改訂）
※必要に応じて

長寿命化修繕計画

定期点検

5年目（令和5年度）に直近5年間の
点検・修繕結果を確認し、必要に応じて計画を見直し

全橋
点検

全橋
点検

全橋
点検

計画期間10年間：令和元年度～令和10年度策定

改訂見直し

定期点検は、全橋を同一年度に実施することで、
点検の効率化を図り、修繕優先順位を付けやすくする

新技術の活用や集約・撤去に関する方針を追加
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4.対策の優先順位の考え方 
 

対策の優先順位は、横断歩道橋の状態（健全度）［5.横断歩道橋の状態等参照］を指標とし、

これに各横断歩道橋の優先度を加味し、総合的に勘案して判断します。 

横断歩道橋の優先度は、各横断歩道橋が本来持つ社会的影響度や構造物管理の視点から、「各

構造物において加味する指標 愛知県構造物長寿命化計画 愛知県建設部道路維持課 平成 30

年 3 月（改定）」（表 4.1 参照）をもとに、地域特性等の指標を追加して評価した結果を表 4.2

に示します 

なお、判定区分Ⅳに対しては、本計画とは別途、緊急措置を行う計画とします。 

表 4.1 各構造物において加味する指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「出典：各構造物において加味する指標 愛知県構造物長寿命化計画 愛知県建設部道路維持課 平成 30 年 3 月（改定）」 
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表 4.2 横断歩道橋の社会的影響度と構造物管理の視点による細分の集計表 
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5.横断歩道橋の状態等 
 

横断歩道橋個別施設計画の対象横断歩道橋 8橋のうち、平成 30年度以前に架設された 5橋

については、「歩道橋定期点検要領（平成 26年 6月 国道交通省道路局 国道・防災課）」に基

づき、平成 30年度に点検を実施しました。また、令和元年度以降に架設された 3橋について

は、今後、初回点検を行います。 

「歩道橋定期点検要領（平成 26 年 6月 国道交通省道路局 国道・防災課）」では、近接目

視での点検が原則義務付けられ、構造の安全性の確保や第三者被害の防止を目的とした統一的

な基準等に基づき、4段階で健全度（表 5.1参照）の判定を行っています。 

 

表 5.1 健全度の判定区分 

 

 

判定区分Ⅲとなった横断歩道橋は、横断歩道橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に

措置を講ずべき状態であり、次回の定期点検までに措置を完了する必要があります。 

判定区分Ⅱとなった横断歩道橋は、現時点で横断歩道橋の機能に支障が生じていないが、予

防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態であり、本計画で措置の実施を検討するも

のとしました。 

なお、本市が管理する横断歩道橋で健全度評価がⅢ判定およびⅣ判定となる横断歩道橋は確認

されませんでした。 

         

図 5.1 健全度の分布        図 5.2 健全度別橋梁数 

定義

Ⅰ  健全 横断歩道橋の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ  予防保全段階
横断歩道橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ  早期措置段階
横断歩道橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措
置を講ずべき状態。

Ⅳ  緊急措置段階
横断歩道橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性
が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

区分

横断歩道橋数

Ⅳ 緊急措置段階 0橋

Ⅲ 早期措置段階 0橋

Ⅱ 予防保全段階 4橋

Ⅰ 健全 1橋

未実施  - 3橋

区分
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6. 新技術等の活用方針及び短期的な数値目標 
 

（1）新技術等の活用方針 

横断歩道橋の点検・修繕に関する技術は日々進化しており、点検時の安全性の向上、修繕工

事期間の短縮、点検・修繕費用の縮減など様々な効果が期待できます。 

刈谷市においても国土交通省が公表している新技術情報提供システム（NETIS）や点検支援

技術性能カタログをはじめ、多くの新技術等について積極的に導入を検討し、従来技術から新

技術の活用へと転換を図ります。 

 

（2）新技術等の活用に関する短期的な数値目標 

令和 10年度までに修繕を行う１橋に対し、新技術による塗装塗替を行うことで、従来技術

を活用した場合に比べて工事期間を短縮するとともに約 600万円のコスト縮減を目指します。 

 

 

7. 集約・撤去等による費用の縮減に関する具体的な方針 
 

刈谷市の横断歩道橋は、3橋が県道を跨いでおり、通学路に指定されている施設もあるた

め、基本的には予防保全による修繕を行い、長寿命化を図ります。 

しかし、今後は架設後 50年を経過する横断歩道橋が増え、劣化が進行すれば、安全性の低

下が懸念されます。 

そのため、通学路に指定されている横断歩道橋も含め、周辺の交差点改良等の道路整備と合

わせて廃止を検討するなど、集約・撤去等に関する取り組みを推進します。 

計画期間である令和 10年度までに、通学路に指定されている架設年が古い横断歩道橋 1橋

について、地域住民の合意を得ながら集約・撤去を行うことで、更新までに必要な点検費用の

負担を無くし、約 100 万円のコスト縮減を目指します。 
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